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パンフレット・ホームページ

制作と有効な活用方法について



内容

第2回制作編（予定）6/15

■制作前の確認

■目的設定

■ターゲット設定

■法人パンフ、HPで必要な要素

第1回活用編5/18

■パンフレット、ホームページとは

■パンフレット、ホームページの特徴

■活用するということ

■最近の動向

■情報の流れ



パンフレット・ホームページは

お持ちですか？



そのパンフレット・ホームページは

活用できてますか？



様々な種類があるがパンフレット・ホームページともに

「誰かに何かを伝える」ための道具であり、方法であることはかわらない。

パンフレット・ホームページとは

パンフレットやホームページの種類

パンフレット

・会社案内

・サービス案内

・商品説明 など ホームページ

・コーポレートサイト

・サービスサイト

・リクルートサイト

・ランディングページ など

※「ECサイト」だと「誰かに何かを売る」のが目的になる。
目的は違いますが、広義な意味ではこれもホームページと呼ぶこともある



パンフレット・ホームページの特徴

手元に残る

配布しやすい

情報を素早く一覧でみれる

情報量は制限される

鮮度の高い情報は入れにくい

情報量が多い

鮮度の高い情報を発信できる

音や映像も伝えれる

見てもらう必要がある

管理コストがかかる

パンフレット
（紙媒体）

ホームページ
（W E B媒体）



活用するということ

活用できているかどうか？＝「伝えたい相手に、伝えたい内容が、正しく伝わっている」

もう少し踏み込むと、「伝えたい相手」に「伝えたい意図（理由）」が「伝わっており」

発信側の「意図した行動が達されている」状態のこと



最近の動向

「ググる」から「タグる」へ

GoogleやYahooなどの検索エンジンだけでなくSNS検索で情報を得る方が増加している

→調べるときにInstagram、Youtube、TwitterなどのSNSを使って調べる

「オフィシャル情報」より「オフィシャル以外の情報」

SNS検索も含まれるが「公式」より「そのお店へ行った」「その商品を使った」

ユーザーからの体験を伴った情報（口コミ・レビュー）が注目されてきている

「音楽はサビだけ」「動画は飛ばす」

好きな音楽は最初から最後まで聴かずにサビのみ聴く

動画も面白くないところは飛ばして見たいところだけ見る

短時間で欲しい（と思う）部分のみの情報を得る傾向がある



情報の流れ

目的までの5つのルート

・SNS→目的 ・SNS→web→目的

・web→目的

・印刷→目的 ・印刷→web→目的

SNSは本人から、印刷媒体は本人外からが多い

SNS・Webの要素は大きくなってきている

webは見つけてもらう必要がある

webは相手に開いてもらう必要があるが

紙は届けば見てもらいやすい

印刷媒体は有効



事例：パンフレット

就労移行支援パンフレット

利用前～利用中～利用後

までの流れを端的にわか

りやすく

利用中はどのようなス

テップで、どのよな支援

をするのかを写真ととも

に掲載

これまでの実績を掲載

利用者のコメント入れる

■

■

■

■



事例：ホームページ

確な目的
整理された

情報

媒体の特徴

大きくわかりやすい見出

動画を使った事業内容説明

どのような支援内容か？

どういう1日を過ごすのかをわ

かりやすく

実績として就職者数・就職先

を掲載

テレワーク支援紹介ページ

■

■

■

■



まとめ

・目的を明確にする

「誰に」「何を」伝えて「どうしてほしいのか？」

・情報を体系的に整理する

目的達成に必要な情報がすばやく、わかりやすくなるように

情報量はしぼり、視覚的にもわかりやすくする

・媒体の特徴を活かした情報発信

パンフレットは関係機関においてもらう、配布する

webは検索してもらうなど適した適した内容、情報量

・SNSを活用した多角的な情報発信

Instagram、You Tube、TwitterなどSNS活用

パンフレットやホームページを効果的に活用するために

明確な目的
整理された

情報

媒体の特徴 SNS活用


